
 

                              

  

日
ご
ろ
静
か
な
図
書
館
に
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
あ
ぁ
、
夏
休
み
が
き

た
ん
だ
な
と
、
実
感
し
ま
す
。 

宿
題
の
た
め
の
資
料
探
し
、
休

み
の
間
に
読
む
本
探
し
…
目
的
は

そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た
ち
が
、
目
を
輝
か
せ

て
、
書
架
の
間
を
巡
っ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と

図
書
館
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
く
、

こ
の
夏
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

様
子
を
写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

本
館
で
は
、「
こ
わ
～
い
お
は
な

し
会
」
と
「
ポ
ン
ポ
ン
船
を
つ
く

ろ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 
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所
沢
市
立
所
沢
図
書
館
は
、
昭
和
三

十
九
年
九
月
十
四
日
に
、
所
沢
小
学
校

正
門
前
の
旧
実
科
高
等
女
学
校
の
一
部

を
使
用
し
て
開
館
し
ま
し
た
。 

開
館
当
初
は
蔵
書
数
約
四
千
冊
の
小

さ
な
図
書
館
で
し
た
。
図
書
館
長
は
教

育
長
が
兼
務
し
て
お
り
、
二
名
の
職
員

で
運
営
し
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
十
年
六
月
十
六
日
の
「
家
庭

新
聞
」
に
は
、
所
沢
図
書
館
が
、
県
公

立
図
書
館
連
絡
協
議
会
か
ら
表
彰
を
受

け
た
記
事
が
載
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

図
書
館
員
ら
が
図
書
の
充
実
を
図
り
、

設
備
も
よ
く
、
利
用
者
も
多
く
成
果
を

あ
げ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

 

開
館
か
ら
一
年
半
後
に
は
、
職
員
が

五
名
に
増
員
さ
れ
、
蔵
書
数
約
七
千
四

百
冊
、
寄
贈
を
含
め
た
新
聞
が
二
十
一

紙
、
雑
誌
六
十
五
誌
に
増
え
、
資
料
の

充
実
を
図
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
の
頃
か
ら
、「
広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
」

で
「
図
書
館
だ
よ
り
」
の
欄
を
設
け
、 

     新
刊
図
書
な
ど
を
紹
介
し
て
利
用
促
進

の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
始
め
ま
し
た
。 

 

現
在
と
大
き
く
違
う
の
は
、
「
館
外

貸
出
は
毎
週
土
・
日
曜
日
。
は
じ
め
て

の
方
は
印
か
ん
と
身
分
証
明
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
」
と
い
う
点
で
す
。 

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
の
広
報
で
は
、

「
個
人
貸
出
は
開
館
中
随
時
」
と
変
わ

り
ま
し
た
。 

開
館
記
念
日
の
九
月
十
四
日
を
休
館

日
と
し
た
の
も
現
在
と
は
異
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
～
四
十
三
年

の
図
書
館
要
覧
に
は
、
読
書
グ
ル
ー
プ

の
育
成
と
、
公
民
館
や
出
張
所
を
配
本

所
と
し
た
遠
隔
地
サ
ー
ビ
ス
も
努
力
目

標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

五
、
六
名
の
読
書
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
登
録
す
れ
ば
、
三
〇
冊
一
ケ
月
間
、

図
書
が
借
り
ら
れ
、
「
月
一
回
お
と
り

か
え
に
ま
い
り
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
し
た
。 

出
張
所
に
は
、
一
ケ
月
に
一
回
三
〇

冊
の
本
を
配
本
し
て
貸
出
を
し
て
い
ま

し
た
。 

 

昭
和
四
十
二
年
五
月
に
は
、
所
沢
市

の
人
口
が
十
万
人
を
超
え
、
図
書
館
で

も
、
蔵
書
数
が
一
万
冊
を
超
え
ま
し
た
。

市
民
の
文
化
的
欲
求
も
高
ま
り
、
こ
れ

ま
で
の
建
物
で
は
手
狭
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
昭
和
四

十
五
年
、
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
所
沢
市
文
化
会
館

（
宮
本
町
）
が
建
設
さ
れ
ま
す
。 

           

図
書
館
は
、
こ
の
文
化
会
館
三
階
の

一
部
と
四
階
に
移
転
し
ま
す
。
広
さ
は
、

延
約
六
七
六
㎡
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
図

書
館
（
一
〇
二
㎡
）
の
六
倍
以
上
の
広

さ
に
な
り
ま
し
た
。 

三
階
に
は
、
児
童
閲
覧
室
と
図
書
館

事
務
室
、
四
階
に
は
、
一
般
閲
覧
室
と

新
聞
コ
ー
ナ
ー
、
書
庫
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
時
に
毎
週
の
休
館
日
も
、

金
曜
日
の
午
後
か
ら
、
現
在
と
同
じ
月

曜
日
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
十
六
年
、
故
山
田
力
蔵
氏
の

ご
家
族
か
ら
二
千
五
十
八
冊
の
本
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。 

寄
贈
さ
れ
た
本
は
、
大
正
末
期
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
の
文
学
全
集
や
浮

世
絵
集
な
ど
で
、
貴
重
な
本
が
多
く
あ

り
、「
山
田
文
庫
」
と
し
て
図
書
館
の
書

架
に
並
び
ま
し
た
。 

現
在
も
図
書
館
本
館
で
保
管
し
て
い

ま
す
。
劣
化
が
激
し
い
た
め
貸
出
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
企
画
展
示
な
ど
で

ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
頃
か
ら
蔵
書
数
も
増
え
、
昭
和

四
十
六
年
の
広
報
で
は
、
一
人
二
冊
ま

で
一
週
間
の
貸
出
と
な
り
、
昭
和
四
十

七
年
一
月
か
ら
は
、
一
人
四
冊
ま
で
二

週
間
の
貸
出
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
九
年
の
開
館
当
初
か
ら
、

埼
玉
県
立
図
書
館
の
移
動
図
書
館
車

「
む
さ
し
の
号
」
が
、
所
沢
市
内
で
巡

回
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

（文化会館／昭和 45年撮影／生涯学習 

推進センターふるさと研究エリア所蔵） 

所
沢
図
書
館
の
あ
ゆ
み 

(

二) 
 

成
長
期
～
移
動
図
書
館
の
活
躍
と
新
館
建
設
～ 
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「
む
さ
し
の
号
」
は
、
昭
和
四
十
五
年

ま
で
は
一
ケ
月
に
一
回
、
市
内
三
ケ
所

の
駐
車
場
を
巡
回
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
十
七
年
に
県
立
図
書
館
が
、

人
口
集
中
度
の
高
い
中
高
層
住
宅
地
を

対
象
に
、
一
日
図
書
館
を
開
設
、
市
内

の
「
新
所
沢
」
と
「
こ
ぶ
し
団
地
」
に

巡
回
を
始
め
ま
す
。 

一
日
図
書
館
は
大
型
図
書
館
車
に
約

四
千
冊
の
本
を
積
ん
で
、
一
ケ
月
に
一

回
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
ま

で
開
館
し
て
い
ま
し
た
。 

 

「
日
刊
新
民
報
」
八
月
四
日
の
記
事

に
よ
る
と
、
同
年
七
月
の
「
新
所
沢
」

巡
回
時
に
は
、
埼
玉
県
内
の
巡
回
駐
車

場
の
一
日
あ
た
り
の
貸
出
冊
数
の
新
記

録
を
出
す
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

           

昭
和
四
十
七
年
、
所
沢
図
書
館
は
移

動
図
書
館
車
を
購
入
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

県
内
の
市
町
村
図
書
館
で
七
番
目
の
導

入
で
、
市
内
遠
隔
地
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

広
報
な
ど
で
名
称
を
公
募
し
た
結
果
、

抽
選
で
「
い
ず
み
号
」
に
決
定
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
よ
り
約
二
千

冊
の
図
書
を
積
ん
で
、
市
内
十
一
ケ
所

の
巡
回
を
開
始
し
ま
し
た
。 

           

「
い
ず
み
号
」
は
、
新
し
い
利
用
者

を
ど
ん
ど
ん
獲
得
し
、
貸
出
冊
数
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。 

平
日
の
昼
間
の
巡
回
の
た
め
か
、
利

用
者
の
ほ
と
ん
ど
は
主
婦
や
子
ど
も
た

ち
で
、
小
説
や
家
庭
向
き
実
用
書
の
ほ

か
、
絵
本
や
児
童
書
、
紙
芝
居
な
ど
を

積
ん
で
巡
回
し
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
八
年
に
は
駐
車
場
が
八
ケ

所
増
設
さ
れ
ま
し
た
。
図
書
資
料
購
入

費
も
増
額
さ
れ
、
移
動
図
書
館
用
図
書

の
購
入
に
当
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
利
用

者
の
要
望
に
は
程
遠
い
蔵
書
数
で
し
た
。 

 

同
年
、
県
立
図
書
館
の
一
日
図
書
館

車
は
「
新
所
沢
」
の
み
の
巡
回
に
な
り

ま
す
。 

昭
和
五
十
年
、
図
書
館
利
用
に
対
す

る
要
望
が
高
ま
る
中
、「
い
ず
み
２
号
」

車
を
購
入
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
県
立

図
書
館
の
一
日
図
書
館
巡
回
は
終
了
し

ま
す
。 

           
「
い
ず
み
号
」
は
「
小
鹿
の
バ
ン
ビ
」

の
音
楽
に
の
っ
て
、
駐
車
場
も
増
設
さ

れ
、
二
台
で
三
十
四
ケ
所
を
月
二
回
の

割
合
で
巡
回
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
駐
車
場
や
来
館
者
の
安
全
確

保
の
た
め
に
、
自
治
会
の
責
任
者
な
ど

が
運
営
委
員
や
駐
車
場
責
任
者
と
な
り
、

連
絡
や
当
日
の
整
理
な
ど
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

移
動
図
書
館
は
、
「
暮
ら
し
の
中
に

図
書
館
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
た
く
さ

ん
の
方
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
十
六
年
六
月
、
社
会
教
育
課

よ
り
視
聴
覚
機
材
を
移
管
さ
れ
、 

ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
や
映
写
機
の
貸
出
事
務
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
貸
出
事
務
は
、
昭

和
五
十
七
年
に
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま
す
。 

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
か
ら
、

レ
コ
ー
ド
の
貸
出
も
開
始
し
、
早
く
か

ら
視
聴
覚
資
料
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

レ
コ
ー
ド
の
貸
出
は
、
昭
和
五
十
五
年

に
館
内
試
聴
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。 

 

昭
和
五
十
年
、
五
十
一
年
の
図
書
館

要
覧
を
み
る
と
、
子
ど
も
を
持
つ
母
親

の
た
め
に
、
講
師
を
招
い
て
「
読
書
指

導
講
座
」
を
開
き
、
子
ど
も
と
本
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
る
事
業
や
、
製
本
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
埼
玉
県
立
図
書
館
の
児
童
奉

仕
研
修
会
に
参
加
し
て
職
員
の
専
門
性

を
高
め
、「
お
は
な
し
会
」
を
行
事
に
取

り
入
れ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
す
。 16 

年度 駐車場数利用者数貸出冊数
昭和39年 3 280 1682
昭和40年 3 190 1097
昭和41年 3 171 1164
昭和42年 3 198 980
昭和43年 3 370 1370
昭和44年 3 540 1293
昭和45年 3 ー 1515
昭和46年 4 1965 9746

年度 駐車場数利用者数貸出冊数
昭和47年 2 1556 25332
昭和48年 1 2543 17230
昭和49年 1 1737 13565
昭和50年 1 507 3895

県立図書館移動図書館利用統計

県立図書館1日図書館利用統計

年度 駐車場数利用者数貸出冊数

昭和47年 11 8428 37448

昭和48年 19 27451 108648

昭和49年 19 36687 122371

昭和50年 33 52633 173576

昭和51年 33 59053 191294

昭和52年 33 53163 172794

昭和53年 33 39318 133175

昭和54年 34 20521 67380

昭和55年 34 16595 56613

移動図書館いずみ号利用統計

（「いずみ号」貸出風景／所沢図書館所蔵） 
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内
容
は
現
在
と
同
じ
、
幼
児
と
小
学

生
を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

昔
話
な
ど
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
で
構
成
さ
れ
、
職
員
は
自
主
勉
強
会

を
開
い
て
技
術
を
研
鑽
し
て
い
ま
し
た
。 

 「
お
は
な
し
会
」
は
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
、
毎
月
二
回
の
定
例
行
事
に
な
り
、

昭
和
五
十
四
年
度
に
は
毎
週
土
曜
日
の

実
施
に
定
着
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
域
の
読
書
グ
ル
ー
プ
の
指

導
者
を
対
象
と
し
た
「
お
は
な
し
勉
強

会
」
も
年
間
を
通
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
三
年
、
目
の
不
自
由
な
方

に
も
図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

埼
玉
県
立
川
越
図
書
館
の
協
力
・
指
導

の
も
と
に
「
対
面
朗
読
」
事
業
を
開
始

し
ま
す
。
当
時
の
図
書
館
に
は
適
切
な

場
所
が
な
か
っ
た
た
め
、
他
の
公
共
施

設
を
利
用
し
て
、
朗
読
奉
仕
者
の
協
力

で
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。 

 

着
実
に
事
業
拡
大
を
果
た
し
て
い
た

図
書
館
に
も
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
始

ま
っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
は
、

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
紙
材
急
騰

に
よ
る
図
書
単
価
の
高
騰
は
著
し
く
、

図
書
の
購
入
に
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。 

そ
う
し
た
状
況
下
で
も
、
社
会
教
育

活
動
に
関
す
る
市
民
の
関
心
は
高
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。 

文
化
会
館
内
に
併
設
し
た
図
書
館
で

は
、
近
い
将
来
必
ず
限
界
が
あ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
、
本
格
的
な
図
書
館
建
設

が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

           

昭
和
四
十
年
代
半
ば
、
所
沢
市
は
、

基
地
返
還
運
動
と
か
ら
め
て
県
立
図
書

館
の
誘
致
に
つ
い
て
近
隣
市
と
共
同
で

県
に
請
願
、
陳
情
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

県
立
図
書
館
は
川
越
に
建
設
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
の
で
、
所
沢
市
は
県
立

図
書
館
並
み
の
規
模
を
持
っ
た
中
央
館

の
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
一
年
四
月
、
所
沢
市
は
「
図

書
館
建
設
委
員
会
条
例
」
を
制
定
し
、

航
空
記
念
公
園
内
に
新
し
い
市
立
図
書

館
建
設
の
準
備
を
始
め
ま
す
。 

図
書
館
は
業
務
の
充
実
整
備
を
図
り
、

基
盤
を
固
め
る
こ
と
に
努
め
る
一
方
、

施
設
や
運
営
に
つ
い
て
各
地
か
ら
資
料

を
集
め
、
視
察
を
行
う
な
ど
し
て
、
意

欲
的
に
新
館
建
設
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

一
方
で
は
建
設
用
地
を
、
基
地
跡
に

建
設
中
の
県
営
航
空
記
念
公
園
内
に
計

画
し
、
市
を
挙
げ
て
埼
玉
県
に
対
し
強

力
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
に
は
、
図
書

館
設
計
の
公
募
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十

三
年
度
、
設
計
に
つ
い
て
の
細
か
い
詰

め
や
、
請
負
工
事
業
社
の
入
札
・
決
定

が
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
基
地
跡
地
が
も
と
も
と
国

有
地
で
あ
っ
た
た
め
、
県
と
国
と
の
関

係
で
設
置
許
可
の
承
認
が
遅
れ
た
た
め
、

工
事
着
工
は
翌
年
一
月
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
館
の
た
め
の
図
書
購
入
費
約
八
千

八
百
万
円
の
予
算
も
付
き
、
館
内
備
品

も
揃
え
、
準
備
が
着
実
に
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。 

そ
し
て
新
た
に
司
書
五
名
を
採
用
し
、

昭
和
五
十
五
年
五
月
に
現
在
の
本
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

新
し
い
図
書
館
は
、
収
容
冊
数
三
十

万
冊
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
図

書
館
で
し
た
。 

独
立
し
た
本
館
が
建
ち
、
い
よ
い
よ

分
館
建
設
が
相
次
ぐ
拡
張
期
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。 

                        

《
参
考
資
料
》 

『
所
沢
市
史
―
現
代
資
料
』 

 
 
 

所
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編 

『
所
沢
市
史
』
下
巻 

 
 
 

所
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編 

『
広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
』 

―
総
集
版
第
２
集
― 

『
埼
玉
の
移
動
図
書
館
』 

全
国
図
書
館
埼
玉
大
会 

実
行
委
員
会 

発
行 

『
所
沢
図
書
館
の
建
設
』 

所
沢
市
立
所
沢
図
書
館 

『
所
沢
市
立
所
沢
図
書
館
要
覧
』 

 

年度 蔵書冊数 年度 蔵書冊数

昭和39年 3687 昭和48年 46765

昭和40年 7441 昭和49年 57630

昭和41年 8726 昭和50年 68310

昭和42年 10846 昭和51年 80345

昭和43年 12404 昭和52年 88496

昭和44年 14587 昭和53年 93078

昭和45年 17167 昭和54年 184101

昭和46年 23833 昭和55年 182299

昭和47年 36488 昭和56年 221891

蔵書冊数の推移

（所沢図書館本館／所沢図書館所蔵） 
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所
沢
図
書
館
で
は
「
所
沢
市
子
ど
も

の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

市
内
の
学
校
を
通
じ
て
、
小
・
中
学
生

に
向
け
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
！

《
楽
し
い
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
》 

平
成
四
年
度
よ
り
司
書
が
小
学
校
を

訪
問
し
、
図
書
館
の
利
用
案
内
と
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク(

本
の
紹
介)

を
行
う
「
学
級

訪
問
」
と
い
う
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
始

め
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

学
級
訪
問
は
学
校
生
活
に
も
慣
れ
、

ひ
と
り
で
本
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
小

学
校
三
年
生
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、

他
学
年
に
つ
い
て
も
希
望
に
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
市
内
小
学
校

三
年
生
九
十
四
ク
ラ
ス
か
ら
申
し
込
み

を
受
け
ま
し
た
。 

☆
学
級
訪
問
の
実
際 

四
十
五
分
の
授
業
時
間
に
合
わ
せ
て
、

利
用
案
内
五
分
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
四
十

分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
五
冊
程
度
の
本
を 

紹
介
し
ま
す
。
絵
本
の
読 

み
聞
か
せ
や
、
ク
イ
ズ
な 

ど
も
取
り
入
れ
、
子
ど
も 

た
ち
が
興
味
を
持
て
る
よ

う
に
、
絵
本
・
物
語
・
昔
話
・
科
学
の

本
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
取
り

入
れ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
が
終
わ
っ
た
後
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
、
紹
介
し
た
本
を
含

め
て
四
十
冊
の
本
を
一
か
月
間
、
各
学

級
に
貸
出
し
て
い
ま
す
。 

             

《
団
体
貸
出
》 

授
業
で
の
調
べ
学
習
や
、
学
級
文
庫

な
ど
に
使
用
す
る
本
を
学
校
に
貸
出
し

て
い
ま
す
。
貸
出
期
間
は
一
か
月
以
内
、

貸
出
冊
数
は
一
ク
ラ
ス
四
十
冊
ま
で
で

す
。 

本
の
運
搬
は
、
月
二
回
程
度
、
市
内

小
・
中
学
校
を
巡
回
し
て
い
る
学
校
連

絡
業
務
便
で
行
い
ま
す
。 

《
図
書
館
見
学
》 

子
ど
も
た
ち
が
図
書
館
に
親
し
み
、

上
手
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
図
書
館

の
利
用
方
法
や
施
設
の
説
明
を
し
ま
す
。

館
内
め
ぐ
り
で
は
、
普
段
は
入
れ
な
い

書
庫
に
も
入
り
ま
す
が
、
本
館
を
訪
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
電
気
で
動
く
書
架

に
び
っ
く
り
し
ま
す
。
学
校
の
希
望
に

よ
り
、
お
は
な
し
会
や
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

な
ど
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

《
調
べ
学
習
で
の
来
館
》 

授
業
の
中
で
ク
ラ
ス
単
位
や
グ
ル
ー

プ
単
位
で
図
書
館
に
来
館
し
、
調
べ
学

習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
図
書
館
員
が
お
手
伝
い
し

ま
す
。 

《
職
場
体
験
・
教
員
研
修
》 

図
書
館
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
毎
年
、
中
学
生
の
職
場
体

験
や
教
員
の
社
会
体
験
研
修
の
受
入
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

《
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
発
行
》 

所
沢
図
書
館
で
は
、
小
・
中
学
生
向

け
に
お
す
す
め
の
本
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

「
ほ
ん
が
い
っ
ぱ
い 

よ
ん
で
み
よ
う
！
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
一
・
二
年
生
向

け
、
三
・
四
年
生
向
け
、
五
・
六
年
生

向
け
、
中
学
生
向
け
の
四
種
類
で
す
。

毎
年
夏
休
み
前
に
市
内
小
・
中
学
校
の

全
児
童
・
生
徒
に
学
校
を
通
じ
て
配
布

し
て
い
ま
す
。 

              

☆
★
☆
☆
★
☆
☆
★
☆
☆
★
☆ 

所
沢
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

図
書
館
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
市
内
の
八
つ
の
図
書
館
本
・
分
館

が
そ
れ
ぞ
れ
近
く
の
小
・
中
学
校
を
担

当
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
学
校
や
司
書
教
諭
と
の
連
携

を
一
層
深
め
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

図
書
館
活
用
法 

 
 
 
 
 
 

～
学
校
と
の
連
携
事
業
～ 
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松井小学校図書館【基本情報】 

〒359－0025  上安松８９５ 

TEL04(2992)2796   FAX04(2992)2797 

西武バス「松井」バス停より徒歩１分 

ところバス東路線（松井循環コース） 

「西武秋津団地」バス停より徒歩５分 

開館時間  ９：３０～１７：００ 

休館日  月曜、祝日（月曜の場合は、

翌火曜も休館）、図書の整理日 

 
松井小の正門からまっすぐ行く

と入口が見えるよ。ここが図書

館の入口になるんだね。 

 

佐々木館長さん、

こんにちは！ 

トベアくん、 

ようこそ 

松井小学校

図書館へ。 

 

今夏の展示コーナーは、 

ロンドン五輪特集でした。 

この情報があったから 

盛りあがることができたよ。 

五輪観戦だったよ。 

ひろくてのびのびとした 

読書スペースだね。 

これだと気軽に読書できるね。 

子どもの笑顔があふれる 

松井小図書館のスタッフです。 

よろしくお願いします。 

松井小の児童でなくても、市内に住む、 

小学生以下の子どもなら保護者同伴で

本が借りられます。 

また、所沢図書館の資料を予約したり、

貸出・返却ができるんだって！ 

詳しくは、図書館で聞いてね。 

季節にあわせたいろいろな展示をして

子どもたちに本の紹介しているよ。 

ぼくは図書館のマスコット

「トベア」です。 

２回目は、所沢図書館の分館で

はないけれど、地域開放型の学

校図書館、松井小学校図書館を

紹介するよ！ 

毎月開催している工作。何を作って

いるのかな？ 

みんな楽しそうだね。 
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写
真
の
撮
り
方
講
演
会 

講
演
内
容 

 

11
月
17
日
（
土
）
と
18
日
（
日
）
に

図
書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
17
日
は

13
時
か
ら
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
共
に
郷
土
展
示
「
所

沢
を
知
ろ
う
」
、
18
日
は
11
時
よ
り
児
童

対
象
に
、
工
作
・
お
絵
か
き
な
ど
の
「
う

き
う
き
わ
く
わ
く
所
分
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
他
に
も
「
特
別
お
は
な
し
会
」、

「
こ
ど
も
&
市
民
映
画
会
」、「
ト
ベ
ア
を

さ
が
せ
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
皆
様

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

11
月
17
日
（
土
）
と
18
日
（
日
）
に

図
書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
17
日
は

０
才
～
３
才
の
お
子
さ
ま
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
「
親
子
お
は
な
し
会
」、
18
日

に
は
大
人
の
方
を
対
象
に
「
ミ
ニ
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
17
日
、・
18
日
共
に
「
ト
ベ
ア

を
さ
が
せ
！
」
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

 

お
子
さ
ま
連
れ
で
の
ご
利
用
が
多
い
狭

山
ヶ
丘
分
館
で
は
、
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
に

子
育
て
に
関
す
る
本
を
集
め
ま
し
た
。 

図
書
館
ま
つ
り
の
11
月
24
日
（
土
）・

25
日
（
日
）
は
終
日
、
ス
タ
ッ
フ
お
す
す

め
本
を
紹
介
す
る
「
図
書
館
く
じ
」
を
お

こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
24
日
10
時
30
分

か
ら
「
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
」、
午
後

に
は
「
高
嶋
哲
夫
氏
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

秋
が
近
づ
き
、
図
書
館
周
辺
で
は
虫
の

音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
虫
が

鳴
い
て
い
る
か
、
図
書
館
で
調
べ
て
み
る

の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。富
岡
分
館
で
は
、

11
月
10
日
（
土
）
と
11
日
（
日
）
に
図

書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
10
日
は

「
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会
」、
11
日
は

「
ぬ
い
ぐ
る
み
お
む
か
え
お
は
な
し
会
」

と「
薄
井
ゆ
う
じ
講
演
会｣

を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

秋
の
気
配
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
つ
つ
あ

る
吾
妻
分
館
で
す
が
、
11
月
10
日
（
土
）

と
17
日
（
土
）
に
図
書
館
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。 

10
日
は
「
ト
ベ
ア
を
さ
が
せ
」
と
「
似

顔
絵
を
書
こ
う
」
を
14
時
か
ら
、
17
日
は

「
科
学
で
あ
そ
ぼ
う
!!
」
と
「
ト
ベ
ア
を

さ
が
せ
」
を
14
時
15
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
さ
だ
い
。 

毎
週
土
曜
日
の
10
時
半
か
ら
、
定
例
の

「
お
は
な
し
会
」
が
あ
り
、
毎
回
変
わ
る

語
り
手
が
選
り
す
ぐ
り
の
お
は
な
し
を
し

ま
す
。 

11
月
３
日
（
土
）
と
４
日
（
日
）
に
は

図
書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
、「
拡
大
版
お
は

な
し
会
」、「
ク
イ
ズ
」、「
キ
ー
ボ
ー
ド
生

演
奏
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

当
館
は
開
館
か
ら
半
年
を
迎
え
、
沢
山

の
皆
様
に
ご
来
館
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
11
月
10
日
（
土
）
と
11
日
（
日
）

に
公
民
館
の
文
化
祭
に
合
わ
せ
て
図
書
館

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。「
お
は
な
し
会
」

や
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
を
お
こ
な

う
予
定
で
す
。
ま
た
同
時
に
「
お
た
よ
り
」

（
館
報
）
を
発
刊
し
ま
す
。「
お
た
よ
り
」

の
タ
イ
ト
ル
を
皆
様
か
ら
募
集
中
で
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！ 

夏
休
み
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、
貸
出
冊
数
を
５
冊
に
し
ま

し
た
の
で
、
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。 

11
月
４
日
（
日
）
に
松
井
小
学
校
図
書

館
と
し
て
初
め
て
、
図
書
館
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
内
容
は
、「
お
は
な
し
会
」
と

「
た
の
し
い
工
作
」
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

所

沢

分

館 

狭

山

ヶ

丘

分

館 

椿 

峰 

分 

館 

富

岡

分

館 

 

吾

妻

分

館 

柳

瀬

分

館 

新

所

沢

分

館 

松

井

小

学

校

図

書

館 

あ
な
た
の
街
の
図
書
館
か
ら 

～
市
内
７
館
の
分
館
と
１
校
の
小
学
校
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
～ 
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◆
「
美
味
多
く 

皆
肥
ゆ
る
秋
…
」
食
い

し
ん
坊
に
は
幸
せ
な
季
節
で
す
。
（
Ｏ
） 

◆
今
年
の
夏
は
、
暑
か
っ
た
。
で
も
お

陰
で
、
小
さ
な
秋
の
気
配
が
う
れ
し
く

て
…
。（
Ｔ
） 

◆
図
書
館
を
活
用
し
て
、
素
敵
な
夜
長

を
過
ご
し
た
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
Ｈ
） 

◆
読
書
の
秋
！
難
し
い
本
に
挑
戦
！
毎

年
同
じ
本
な
の
は
気
の
せ
い
…
。
（
Ｑ
） 

◆
ラ
ジ
オ
で
電
子
図
書
の
ニ
ュ
ー
ス
。

紙
と
印
刷
の
文
化
は
ど
う
な
る
？
（
Ａ
）

◆
秋
は
、「
図
書
館
ま
つ
り
」
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
！
（
Ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

『
配
架
』
と
い
う
言
葉
に
何
を

思
わ
れ
ま
す
か
。
返
却
さ
れ
た

本
の
背
表
紙
の
番
号
（
三
桁
～

六
桁
）
順
に
書
架
に
戻
す
こ
と

で
す
。 

単
純
に
見
え
る
作
業
の
中
で
探
し
て
い
た
本
だ
っ
た
り
、
思
い
が
け

な
い
本
に
出
会
う
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
自
分
な
り
に
工
夫
し
ス
ム
ー

ス
に
配
架
で
き
、
来
館
者
に
尋
ね
ら
れ
た
事
に
対
応
で
き
た
時
も
楽
し

い
限
り
で
す
。
分
か
ら
な
い
事
は
何
で
も
職
員
の
方
々
に
教
え
て
頂
き

新
し
い
知
識
が
増
え
る
こ
と
も
、
そ
し
て
手
伝
え
る
時
間
帯
が
自
由
な

の
も
続
け
ら
れ
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 
 
 

 

2012 年 10月 20日発行 復刊いずみ２号（通巻80号） 

編 
 

集 
 

後 
 

記 

 

第
13
回
図
書
館
ま
つ
り
の
テ
ー

マ
は
「
未
来
に
つ
な
が
る
、
本
と

の
出
会
い
」
で
す
。
そ
の
実
行
委

員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。 

 

本
と
の
出
会
い
は
、
子
ど
も
の

頃
ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
枕
元
に
絵
本
を
置
い
て
い
っ

て
く
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
小
中

学
校
で
は
、
あ
こ
が
れ
の
図
書
委

員
で
図
書
室
に
入
り
浸
っ
て
い
ま

し
た
。 

し
た
。
そ
ん
な
縁
か
ど
う
か
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
事
は

出
版
社
。
気
が
つ
い
た
ら
40
年

間
、
本
と
の
暮
ら
し
で
し
た
。 

 

近
ご
ろ
、
活
字
離
れ
、
図
書
離

れ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
の
頃
の
新
刊
本
を
開
く

あ
の
「
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
」

感
を
今
の
子
ど
も
た
ち
に
送
り

届
け
た
い
。
そ
ん
な
図
書
館
ま
つ

り
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

愛
読
書
は
「
ガ
ン
バ
と
十
五
ひ

き
の
仲
間
『
冒
険
者
た
ち
』
」
で

す
。 

実行委員長 

田口元也

さん 

 

配架 

ボランティア 

Ｙさん 

 

今年の図書館まつりは各館で日程が異なります。各館

をめぐり雰囲気を味わってみてはいかがでしょうか。 

本館      …10月 27日（土）・28日（日） 

所沢分館    …11月 17日（土）・18日（日） 

椿峰分館    …11月 17日（土）・18日（日） 

狭山ヶ丘分館  …11月 24日（土）・25日（日） 

富岡分館    …11月 10日（土）・11日（日） 

吾妻分館    …11月 10日（土）・17日（土） 

柳瀬分館        …11月  3 日（土）・ 4日（日） 

新所沢分館   …11月 10日（土）・11日（日） 

松井小学校図書館…11月  4 日（日） 

 

編集発行：所沢市立所沢図書館  〒359-0042 所沢市並木 1-13 

ホームページアドレス    パソコン https://lib.city.tokorozawa.saitama.jp 

携帯電話 https://lib.city.tokorozawa.saitama.jp/k 
電話 / FAX 

本 館     富 岡 分 館   

所 沢 分 館     吾 妻 分 館   

椿 峰 分 館     柳 瀬 分 館   

     新所沢分館   

   


